
ワーク・ライフ・バランス推進事業 【奈良市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ５２０ 千円

交付金額 ２６０ 千円

事業番号 ２

• 労働力人口の減少が進み、長時間労働の是正、ダイバーシティーマネジ
メントや生産性の向上等、働き方改革の取組を重要かつ喫緊の課題とす
る企業が数多く存在する。

• 市が令和5年度に実施した「奈良市の育児期女性と地域労働市場」に関
する奈良女子大学との共同研究で回答した企業の７割以上が女性活躍推
進や男女共同参画に向けた何らかの取組を実施しており、これらの取組
が企業経営にもたらす影響については、約半数がメリットの方が大きい
と回答しており、従業員個人にとっても職場や組織の風土形成あるいは
企業経営にとっても肯定的な効果をもたらすことがわかった。

• 女性人材の活用による人材不足解消や経営力向上の啓発を目的に、当
市・木津川市及び近隣の企業向けに他社の好事例の紹介などを通した
コンサルティングを実施し、意識啓発を促した。希望する企業につい
ては、事業番号①の合同企業説明会への出展にも繋げた。

• 女性活躍推進や働き方改革について、自社が抱える課題を共有・明確
化して共に解決策を探る座談会を実施し、県内企業の経営者10名が
参加した。

• 事業番号①で実施した企業向けセミナーの参加企業（14社）のうち約
半数の9社と、セミナー参加外企業10社の合計19社がコンサルティング
に参画し（目標10社）、「ジャストフィットワーク」の働き方の周知
に繋げた。

• 経営者座談会では、「優秀な人材の雇用と、一人ひとりが持続的に活躍
できる環境づくり」をテーマにしたグループ討論を通して、経営者同士
の横の繋がりを構築するとともに、課題解決への見識を深めた。事後ア
ンケートのイベント満足度については参加者10名全員が「とても満
足」と回答し、県内企業の機運醸成を促した。

• 経営者向け座談会の参加企業の募集に苦労したことから、女性活躍
推進が企業の生産性向上に繋がる事例の発信等に注力し、市内及び
近隣企業への普及促進のための取組を継続して実施する必要があ
る。また、企業に発信力を持つ経済団体等、協力先のさらなる開拓
を行う。

• 伴走型支援を行うにあたり、具体的な支援策を明示するなど、事業
への参画のメリットを企業に感じさせる工夫が必要である。

・奈良商工会議所
・中小企業家同友会
・ハローワーク奈良・ハローワーク木津
・木津川市

上記の団体と連携し、会員や奈良市、木津川市及び近隣の企業への事業周
知を実施した。

・人材不足に悩む企業向けに、女性人材の活用による課題解決に向け
て、県内の同規模事業所の好事例紹介等を通して意識改革を促す。

・女性活躍推進や働き方改革について、経営者同士が自社の取組や課題
について語り合うことで新たな発想や知識を得るとともに、繋がりを構
築し互いに気付きを与える場を提供する。
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企業向けコンサルティング・経営者座談会

企業のワーク・ライフ・バランスの取組推進は、従業員の就業への満足度や労働意欲の向上、企業の業績や
生産性の向上を図り企業の魅力をアップさせ、多様な人材が活躍できる環境の構築に繋がった。
本事業では、他社の好事例の紹介などを通したコンサルティングを奈良市、木津川市及び近隣の企業に対し
て実施するとともに、県内企業の女性活躍推進の機運を醸成するため、経営者向け座談会を実施し、経営者
同士の繋がりの構築を目指した。

事業の概要

広報活用ツール（チラシ）

経営者座談会の様子

企業向けコンサルティング報告書（一部）
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